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運用報告書（全体版） 

グローバル・スマート・ 
イノベーション・オープン 

（年１回決算型） 
 

愛称：ｉシフト 

 
 

第５期（決算日：2020年12月７日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「グローバル・スマート・イノベー

ション・オープン（年１回決算型）」は、去る12月７

日に第５期の決算を行いました。ここに謹んで運用

状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2025年12月５日まで（2015年12月16日設定） 

運用方針 
値上がり益の獲得および配当収益の確保をめ
ざして運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

日本を含む世界各国の株式等 

運用方法 

・情報技術およびその派生分野に関連する企
業のうち、革新的技術等によって今後の成
長が期待される企業の株式等に投資を行い
ます。 

・株式等の運用にあたっては、ティー・ロウ・
プライス・アソシエイツ・インクに運用指
図に関する権限を委託します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・株式への実質投資割合に制限
を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合
に制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資割合に制限を設
けません。 

・外貨建資産への投資割合に制
限を設けません。 

分配方針 

毎年12月５日（休業日の場合は翌営業日）に
決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額は、経費等控除後の配
当等収益および売買益（評価益を含みます。）
等の全額とします。収益分配金額は、基準価
額水準、市況動向等を勘案して決定します。
ただし、分配対象収益が少額の場合には分配
を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当期の運用で主眼においたポイントをご説明さ
せていただきます。

■運用のポイント
　当ファンドは、テクノロジー企業に幅広く投資
しており、特に革新的技術を有する企業に注目し
ています。
　テクノロジー・セクターは、イノベーションが
変化に拍車を掛け、既存の業界が破壊されたり新
たな業界が創り出されたりすることがあります。
こうした創造的破壊は短期間で進展する傾向があ
り、「勝者総取り」となることがあります。この
ため、「変革の波に乗る」企業に投資し、創造的
破壊のマイナス面を避けつつプラス面を享受でき
るよう心掛けており、厳しい環境や市場サイクル
を乗り切れると思われる企業の発掘を目指してい
ます。保有銘柄や潜在的投資対象について競争優
位、成長見通し、経営陣の手腕、一貫したビジョ
ンの有無、財務体質、持久力などを常に細かく分
析します。こうした企業をバリュエーション（投
資価値基準）が魅力的な時に購入したいと考えて
います。変化のスピードが速く、短期的な成果が
重視されがちなことから、市場の混乱によって生
じた価格の歪みも積極的に利用する方針です。

■運用環境の見通しおよび今後の運用方針
　米大統領選挙の結果を受けて、米国の新しい指
導体制に市場が順応するまで、ボラティリティの
高い状況が続く可能性があります。また、新型コ
ロナウイルスのワクチン開発の進展や普及・効果
をめぐる状況などがまだ不明瞭であることから、
新型コロナウイルスの感染状況やワクチン開発動
向に関するニュースも市場のボラティリティを高
める要因になると考えています。不透明な環境が
続く一方で、テクノロジー企業の成長トレンドは
健在であり、長期持続することが予想されます。
ｅコマースやデジタル決済など多くの技術革新が、
企業や人々が今日直面している実際の課題を解決
するためのソリューションとなり続けるものと考
えています。
　新型コロナウイルス感染拡大による環境変化が、
短期的にも長期的にもクラウドへの移行を加速さ
せる可能性があると考えていることから、ソフト
ウェア関連企業に注目しています。ソフトウェア

関連では、多くの企業が事業の継続性や効率性の
向上、競争力の強化を目指してクラウドへの移行
を加速させる中、競合他社よりも優れたサービス
で需要に応えて業界を革新し、市場シェアを拡大
できる企業に注目しています。
　また、競争上の優位性が高く、長期的な成長が
見込まれるプラットフォームを提供するインター
ネット関連銘柄にも注目しています。インター
ネット関連では、先進国・新興国双方のソーシャ
ルメディアやオンライン広告、ｅコマースなどで、
強力な財務状況や人材、優れたコンピューティン
グインフラ、貴重なデータなどを駆使して、将来
のイノベーションを推進するためのポジションを
確立している企業に注目しています。
　加えて、データセンターや人工知能、自動車な
どの産業向け最終市場における先端チップへの需
要増加という長期安定的なトレンドは、今後も続
くとみているため、半導体関連銘柄にも注目して
います。半導体関連では、地政学的リスクにも対
処しながら、変化する市場で成功を収めると同時
に、大量生産よりも設計を重視し、より複雑な
ネットワークや多様な高性能デバイスに分散する
多様なアプリケーションのニーズを満たすことが
できる企業に注目しています。
　これまでと同様に、グローバルテクノロジーの
すべての分野において、適正なリスク水準で中長
期的に高いパフォーマンスを実現するための最善
のアイデアを反映した投資機会を追求していきた
いと考えています。

ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・インク
ヴァイス・プレジデント - ポートフォリオ・マネジャー
アラン・チュウ, CFA

上記は、ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・イン
クの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので
す。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(配当込み、 
円換算ベース) 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

2015年12月16日 10,000 － － 17,915.77 － － － － 2,769 

１期(2016年12月５日) 9,671 0 △ 3.3 18,225.53 1.7 93.4 － 4.8 3,014 

２期(2017年12月５日) 13,954 100 45.3 25,705.05 41.0 89.3 － － 12,667 

３期(2018年12月５日) 13,325 100 △ 3.8 26,617.10 3.5 97.6 － － 9,691 

４期(2019年12月５日) 15,269 100 15.3 33,063.13 24.2 99.1 － － 7,004 

５期(2020年12月７日) 25,204 100 65.7 46,877.63 41.8 97.7 － － 15,002 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） MSCI ACWI Information Technology Index（配当込み、円換算ベース）は、MSCI ACWI Information Technology Index（税引き後配当

込み米ドル建）（出所：ＭＳＣＩ）の基準日前営業日の指数を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信

が円換算したものです。 

（出所：ＭＳＣＩ）。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たものでありますが、その確実性及び完結性をＭＳＣＩ

は何ら保証するものではありません。またその著作権はＭＳＣＩに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切

の手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・

頒布・使用等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率 
(配当込み、 
円換算ベース) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2019年12月５日 15,269 － 33,063.13 － 99.1 － － 

12月末 16,299 6.7 35,509.49 7.4 98.9 － － 

2020年１月末 17,073 11.8 37,007.33 11.9 98.5 － － 

２月末 16,247 6.4 33,801.83 2.2 97.7 － － 

３月末 14,806 △ 3.0 30,780.39 △ 6.9 97.7 － － 

４月末 16,524 8.2 33,783.74 2.2 98.1 － － 

５月末 17,845 16.9 35,904.27 8.6 98.4 － － 

６月末 19,419 27.2 38,436.25 16.3 98.1 － － 

７月末 20,746 35.9 39,894.44 20.7 96.4 － － 

８月末 22,582 47.9 44,582.03 34.8 97.0 － － 

９月末 22,234 45.6 42,983.37 30.0 97.4 － － 

10月末 22,617 48.1 41,879.75 26.7 97.2 － － 

11月末 24,861 62.8 45,554.73 37.8 96.9 － － 

(期  末)        

2020年12月７日 25,304 65.7 46,877.63 41.8 97.7 － － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

運用経過
第５期：2019年12月６日～2020年12月７日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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参考指数：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 ５ 期 首 15,269円
第 ５ 期 末 25,204円
既払分配金 100円
騰 落 率 65.7％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

基準価額は期首に比べ65.7％（分配金再投資ベース）の上昇と
なりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

個別銘柄（SEA LTD-ADRやAMAZON.COM INCなど）の株価
上昇などが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米ドルが円に対して下落したことなどが、基準価額の下落要因と
なりました。

下落要因

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

第５期：2019年12月６日～2020年12月７日

投資環境について

株式市況
当期のテクノロジーセクターの株価は、
期を通してみると上昇しました。
期首は上昇して始まったものの、2020年
２月頃から新型コロナウイルスの感染拡
大により世界的に経済活動の停滞への懸
念が高まったことなどから一時大きく下
落しました。その後は、新型コロナウイ
ルスの感染拡大への懸念や、米大統領選
挙をめぐる不透明感から下落する局面も
ありましたが、各国中央銀行や政府によ
る積極的な金融緩和や財政支援策が好感
されたことなどから上昇しました。

為替市況
当ファンドの主要投資先通貨である米ド
ルは対円で下落しました。
新型コロナウイルスの感染状況などから
乱高下する局面がある中、米国金利低下
などを背景に米ドルは円に対して下落基
調で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年１回決算型）
グローバル・スマート・イノベーショ
ン・マザーファンド受益証券を主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行いました。実質組入外貨建資産に
ついては為替ヘッジを行いませんでした。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
日本を含む世界各国の株式等を主要投資
対象とし、情報技術およびその派生分野
に関連する企業のうち、革新的技術等に
よって今後の成長が期待される企業の株

式等に投資を行いました。
銘柄選定にあたっては、オンライン通販
などのインターネット関連ビジネスで支
配的な地位を占める企業をはじめ、様々
なモノが無線通信などにより連携するＩ
ｏＴ（Internet of Things）や、クラウ
ド・コンピューティング、自動運転など
のＡＩ（人工知能）など、革新的な技術
に強みを持つ企業に注目しました。
なお、株式等の運用にあたっては、
ティー・ロウ・プライス・アソシエイ
ツ・インクに運用指図に関する権限を委
託しています。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

銘柄入替のポイントは、新型コロナウイ
ルス環境下でも事業が成長すると判断し
たことなどから、DELIVERY HERO SEを
新規購入しました。市場の成熟化に伴う
成長の伸びしろの限界が意識されたこと
などから上値の重い株価推移となる中、
他の投資機会に注目することにし、
PROOFPOINT INCを全売却しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はMSCI  ACWI  Information  Technology 
Index（配当込み、円換算ベース）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0

2019/12/５ ～ 2020/12/７

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第５期
2019年12月６日～2020年12月７日

当期分配金（対基準価額比率） 100（0.395％）

当期の収益 100

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 15,204

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年１回決算型）
引き続き、グローバル・スマート・イノ
ベーション・マザーファンドを主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行います。実質組入外貨建資産につ
いては、原則として為替ヘッジを行いま
せん。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
引き続き、日本を含む世界各国の株式等
を主要投資対象とし、情報技術およびそ
の派生分野に関連する企業のうち、革新
的技術等によって今後の成長が期待され
る企業の株式等に投資を行います。株式
などの運用にあたっては、ティー・ロ
ウ・プライス・アソシエイツ・インクに
運用指図に関する権限を委託します。
「スマート・イノベーション」に着目し、
情報技術の業種の範疇にとどまらず多様
な業種から、ファンダメンタルズ分析に
基づいた銘柄選定を行う方針です。
新型コロナウイルスをきっかけとした環
境変化が、クラウドへの移行を加速させ
る可能性があると考えています。ソフト
ウェア関連企業は、クラウドやデジタル
技術の活用が広がることで、長期的な成
長が見込まれており、特にクラウド・コ

ンピューティングを扱うソフトウェア関
連企業に注目しています。半導体関連企
業については米中関係の不透明感などが
懸念されるものの、持続的な成長が期待
できる企業に引き続き注目しています。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

2019年12月６日～2020年12月７日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 386 2.016 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (225) (1.176) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (150) (0.784) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (11) (0.056) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 11 0.059 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (11) (0.059)

(ｃ)有価証券取引税 5 0.024 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (5) (0.024)

(ｄ)そ の 他 費 用 8 0.041 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (7) (0.037) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (1) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 410 2.140

期中の平均基準価額は、19,160円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.04％です。

総経費率
2.04％ 運用管理費用（投信会社）

1.17％
運用管理費用（販売会社）

0.78％

運用管理費用（受託会社）
0.06％

その他費用
0.04％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年12月６日～2020年12月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 2,217,880 5,399,000 1,137,687 2,393,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年12月６日～2020年12月７日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 82,013,058千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 34,428,960千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.38   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月６日～2020年12月７日) 

 

＜グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 37,601 － － 44,411 77 0.2 

為替直物取引 27,542 3,033 11.0 33,688 13,017 38.6 

平均保有割合 26.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,958千円 
うち利害関係人への支払額（B） 6千円 

（B）／（A） 0.2％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年12月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 4,154,633 5,234,826 14,957,470 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年12月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 14,957,470 97.4 

コール・ローン等、その他 406,242 2.6 

投資信託財産総額 15,363,712 100.0 
 

（注） グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（40,383,281千円）の投資信託財産総

額（40,638,382千円）に対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝104.08円 １ブラジルレアル＝20.29円 １ユーロ＝126.25円 １香港ドル＝13.43円 

100韓国ウォン＝9.64円 １ニュー台湾ドル＝3.69円   

 

  

親投資信託残高 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年12月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 15,363,712,316   

 コール・ローン等 233,241,364   

 グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド(評価額) 14,957,470,952   

 未収入金 173,000,000   

(B) 負債 360,879,069   

 未払収益分配金 59,524,483   

 未払解約金 191,558,757   

 未払信託報酬 109,606,966   

 未払利息 158   

 その他未払費用 188,705   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 15,002,833,247   

 元本 5,952,448,348   

 次期繰越損益金 9,050,384,899   

(D) 受益権総口数 5,952,448,348口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 25,204円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 4,587,443,607円 

期中追加設定元本額 3,207,603,181円 

期中一部解約元本額 1,842,598,440円 

また、１口当たり純資産額は、期末2.5204円です。 
 

○損益の状況 (2019年12月６日～2020年12月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       21,067   

 受取利息 381   

 支払利息 △       21,448   

(B) 有価証券売買損益 4,288,245,272   

 売買益 4,955,329,048   

 売買損 △  667,083,776   

(C) 信託報酬等 △  177,802,326   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,110,421,879   

(E) 前期繰越損益金 618,435,005   

(F) 追加信託差損益金 4,381,052,498   

 (配当等相当額) (    738,686,020)  

 (売買損益相当額) (  3,642,366,478)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 9,109,909,382   

(H) 収益分配金 △   59,524,483   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 9,050,384,899   

 追加信託差損益金 4,381,052,498   

 (配当等相当額) (    739,895,667)  

 (売買損益相当額) (  3,641,156,831)  

 分配準備積立金 4,669,332,401   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年12月６日～ 
2020年12月７日 

費用控除後の配当等収益額 20,932,362円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 4,089,489,517円 

収益調整金額 4,381,052,498円 

分配準備積立金額 618,435,005円 

当ファンドの分配対象収益額 9,109,909,382円 

１万口当たり収益分配対象額 15,304円 

１万口当たり分配金額 100円 

収益分配金金額 59,524,483円 

③「グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要す

る費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の70以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中

から支弁しております。 

 

  



品 名：04_90003_261347_005_02_グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）_847126.docx 

日 時：2021/1/21 16:34:00 

ページ：15 
 

― 15 ― 

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年１回決算型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 100円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2020年12月７日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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